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会 議 等 結 果 報 告 書 

会議区分 会 議 ・ 打合せ ・協 議 
文書番号 安総務第   号 

決裁期日 令和７年５月 日 

名  称 令和７年度第１回安平町行政改革推進委員会 

日  時 令和７年５月８日 午前・午後   １０時００分 ～ １２時００分 

場  所 安平町役場総合庁舎 ２階中会議室１ 

出 席 者 

 委員 ４名 真保委員長、新沼副委員長、田村委員、髙村委員 ※三本委員欠席 

 事務局 ７名  事務局 岡総務課長、野田補佐、横谷 

             教育委員会 渡邊次長、武田補佐、有本主幹、白崎主幹 

会議概要 

 

（要点記載） 

 

１．開会 

 

２．委員長あいさつ 

 

３．付議事項 

（１）投票時間の繰り上げ及び投票所の統合について（総務課） 

別紙議案により、総務課 横谷より説明。 

 

【質疑・意見】 

「委員」 

 移動投票所は社台ファームにも行くほうが良い。 

「事務局」 

 日程にもよるが、社台ファームにも導入する方向で考えている。 

「委員」 

周知をしっかりするべき。 

「事務局」 

広報掲載、対象地区へ各戸配布、町ホームページ掲載、スマホ市役所で周知、自治会長

会議等各種媒体で広く周知したい。 

「委員」 

移動投票所に予約はいるか。 

「事務局」 

 期日前と同様で特段予約は必要ない。 

「委員」 

他の選挙でも時間別の投票状況は変わらないのか。 

「事務局」 

 若干数字の差はあるが、大きくは変わらないと考えている。 

「委員」 

19：00～20：00 の１時間に投票に来ていた方の状況は。 

「事務局」 

 年齢層としては、若い方が多い。 

 

（２）住民サービスの向上に向けた庁舎窓口の方向性について（総務課） 

別紙議案により、総務課 横谷より説明。  

 

【質疑・意見】 

「委員」 

 なぜ国の補助不採択になったのか。 
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「事務局」 

 国から直接連絡があるなど一定の評価はされていたが、事業費の修正などの点で修正に

時間がなかった。 

「委員」 

便利さを実感できるように期待したい。 

「事務局」 

 期待に添えるように、今後継続検討する。 

「委員」 

 未来を考えて楽しみにしています。現代だと主流だと思います。 

「事務局」 

 国の補助や備品の選定など取捨選択し、実現に向けて検討していく。 

  

（３）職員育成確保基本方針について（総務課） 

  別紙議案により、総務課 横谷より説明。 

  資料を基本的な考え方とし、今後策定する。 

  策定後は、行革委員会に上程します。 

 

（４）社会教育施設の廃止について（教育委員会） 

別紙議案により、教育委員会 渡邊担当次長より説明。 

 

【質疑・意見】 

「委員」 

 スケートリンクについて、R7 は記録会は残るのか。早来学園だけが大会を開催しない

のか。 

 子供たちや保護者の視点から、CFCI に基づいた検討をお願いします。 

「教育委員会」 

 記録会については、そういう認識。 

 保護者に対しても説明会等の中で説明したい。 

「委員」 

 安平山スキー場について、民間事業者から利活用の提案はないのか。 

「教育委員会」 

 現段階では未定だが、廃止後の検討となる。 

「委員」 

 各施設の温暖化の影響について、営業日数も短縮しており、費用対効果からしてもやむ

を得ないことかと思うが寂しい思いはある。 

「委員」 

 代替施設を有効活用していくしかない。 

「委員」 

 特に追分の子供たちが利用しやすい方策を検討してほしい。 

「教育委員会」 

 合併後の両地区に重複する公共施設の整理に時間を要したためこのタイミングになっ

た。財政の適正化の観点からも公共施設の統廃合は必要であると認識している。 

 

４．その他 

 

なし 

 

５．閉会 

 

 

 


